
一 般 質 問
（ 要 旨 ）

どの本にする？
（アキシマエンシス）

④
小
学
校
で
は
人
権
教
育
と
関

連
付
け
た
平
和
教
育
、
中
学
校

で
は
展
示
に
よ
る
取
り
組
み
を

実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、
外
部

講
師
等
に
よ
る
平
和
学
習
を
実

施
し
て
い
る
学
校
も
あ
る
。
今

後
も
教
育
活
動
全
体
を
通
し
て

平
和
を
尊
ぶ
心
を
養

う
な
ど
、
児
童
・
生

徒
の
育
成
に
努
め
る
。

質
問　

特
定
公
共
物

の
不
法
占
用
に
つ
い

て
、
①
実
態
と
対
策

は
。
②
特
定
公
共
物
管
理
条
例

の
罰
則
を
適
用
し
た
例
は
あ
る

の
か
。
③
５
万
円
以
下
の
過
料

の
罰
則
強
化
を
す
る
考
え
は
。

答
弁　

①
206
件
あ
り
、
地
権
者

に
撤
去
や
払
い
下
げ
等
の
依
頼

を
し
て
い
る
。
②
適
用
実
績
は

な
い
。
③
地
方
自
治
法
に
よ
り

過
料
の
上
限
が
定
め
ら
れ
て
い

る
た
め
、
予
定
は
な
い
。

質
問　

今
日
の
異
常
気
象
に
よ

り
、
市
域
で
も
突
発
的
な
集
中

豪
雨
や
線
状
降
水
帯
な
ど
が
発

生
す
る
可
能
性
が
あ
り
、
常
に

災
害
に
備
え
て
お
く
こ
と
が
大

切
で
あ
る
。
防
災
・
減
災
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
、
①
基
本
的

な
考
え
方
は
。
②
コ

ロ
ナ
禍
に
お
け
る
地

域
の
市
民
自
主
防
災

組
織
に
よ
る
防
災
訓

練
や
啓
発
活
動
の
進

め
方
は
。
③
洪
水
・

土
砂
災
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
や

水
害
（
内
水
）
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
の
内
容
を
理
解
し
て
も
ら
う

た
め
の
啓
発
方
法
は
。

答
弁　

①
自
助
・
共
助
・
公
助

の
考
え
方
に
基
づ
き
、
市
民
、

自
主
防
災
組
織
、
事
業
者
と
市

が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
果
た
し
、

相
互
に
連
携
し
て
取
り
組
む
こ

と
が
必
要
と
考
え
る
。
②
自
主

防
災
組
織
を
中
心
と
し
た
講
習

会
な
ど
を
実
施
し
て
お
り
、
今

後
は
コ
ロ
ナ
禍
で
実
施
で
き
て

い
な
い
項
目
な
ど
を
取
り
入
れ

て
い
く
。
③
単
に
配
る
だ
け
で

は
な
く
、
地
域
や
学
校
で
の
防

災
訓
練
や
防
災
講
話
な
ど
、
機

会
を
捉
え
活
用
を
図
っ
て
い
く
。

質
問　

交
通
安
全
対
策
に
つ
い

て
、
交
通
量
の
多
い
多
摩
大
橋

通
り
と
接
続
す
る
富
士
見
通
り

の
Ｔ
字
路
に
信
号
機
の
設
置
を
。

答
弁　

隣
接
信
号
機
と
の
距
離

が
近
く
設
置
に
至
っ
て
い
な
い

が
、
引
き
続
き
昭
島
警
察
署
に

要
請
し
て
い
く
。

質
問　

昭
島
都
市
計
画
中
神
土

地
区
画
整
理
事
業
に
つ
い
て
、

①
第
二
工
区
駅
前
ブ
ロ
ッ
ク
の

建
物
移
転
の
進
捗
状
況
は
。
②

中
神
駅
北
側
地
域
整
備
計
画
を

全
員
協
議
会
に
て
協
議
の
予
定

だ
が
、
こ
れ
ま
で
の
経
緯
は
。

答
弁　

①
残
り
14
棟
で
権
利
者

と
引
き
続
き
交
渉
を

行
っ
て
い
る
。
②
区

域
内
道
路
等
検
討
委

員
会
で
の
検
討
、
特

に
影
響
の
大
き
な
権

利
者
へ
の
訪
問
説
明
、

住
民
説
明
会
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
の
意
見
募
集
な
ど
を
経
て
、

委
員
会
や
調
査
会
に
お
け
る
検

討
を
踏
ま
え
、
取
り
ま
と
め
た
。

質
問　

子
育
て
し
や
す
い
ま
ち

づ
く
り
の
実
現
に
向
け
て
、
①

産
後
ケ
ア
事
業
の
充
実
強
化
を

図
る
た
め
、
家
事
と
育
児
の
両

面
か
ら
母
親
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

産
後
ド
ゥ
ー
ラ
の
導
入
と
人
材

確
保
の
た
め
に
資
格
取
得
へ
の

助
成
を
行
う
考
え
は
。
②
シ
ニ

ア
世
代
が
持
つ
豊
か
な
知
識
と

経
験
を
活
か
し
、
世
代
連
携
の

子
育
て
支
援
が
図
ら

れ
る
よ
う
に
、
あ
き

し
ま
祖
父
母
手
帳
を

作
成
す
る
考
え
は
。

ま
た
、
祖
父
母
を
対

象
と
し
た
講
座
等
を

実
施
し
て
孫
育
て
を
支
援
す
る

考
え
は
。
③
積
極
的
に
父
親
が

育
児
や
家
事
に
取
り
組
ん
で
い

け
る
よ
う
な
講
座
を
実
施
す
べ

き
と
考
え
る
。
見
解
は
。

答
弁　

①
本
市
で
利
用
可
能
な

産
後
ド
ゥ
ー
ラ
の
登
録
者
数
が

質
問　

ひ
き
こ
も
り
支
援
に
つ

い
て
、
①
実
態
調
査
を
実
施
す

べ
き
だ
が
、
考
え
は
。
②
ひ
き

こ
も
り
に
悩
ん
で
い
る
当
事
者

や
そ
の
家
族
が
、
安

心
し
て
通
え
る
集
い

の
場
の
提
供
は
、
非

常
に
有
益
と
考
え
る
。

更
な
る
支
援
と
拡
充

を
図
る
考
え
は
。

答
弁　

①
実
態
の
把
握
方
法
な

ど
を
含
め
、
検
討
し
て
い
く
。

②
都
や
関
係
機
関
と
の
連
携
に

よ
る
取
り
組
み
を
進
め
る
中
で
、

相
談
し
や
す
い
環
境
の
整
備
な

ど
、
き
め
細
か
い
継
続
的
な
支

援
に
努
め
て
い
く
。

質
問　

自
治
会
の
加
入
率
は

年
々
低
く
な
り
、
活
動
を
縮
小

せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
が
出
て

き
て
い
る
が
、
災
害
時
の
助
け

合
い
、
日
常
生
活
の

安
全
確
保
、
幅
広
い

世
代
の
交
流
な
ど
、

多
く
の
メ
リ
ッ
ト
が

あ
る
と
考
え
る
。
①

現
在
の
市
内
の
自
治

会
数
と
加
入
率
は
。
②
こ
れ
ま

で
ど
の
よ
う
な
加
入
促
進
策
を

行
っ
て
き
た
の
か
。
③
加
入
促

進
専
門
の
組
織
を
立
ち
上
げ
て

は
。
④
新
築
集
合
住
宅
入
居
者

や
転
入
者
へ
の
加
入
促
進
は
ど

の
よ
う
に
行
っ
て
い
る
の
か
。

答
弁　

①
令
和
４
年
４
月
１
日

現
在
、
自
治
会
数
は
99
自
治
会
、

加
入
率
は
32
％
で
あ
る
。
②
活

動
内
容
や
加
入
の
メ
リ
ッ
ト
な

ど
を
市
広
報
へ
掲
載
し
、
自
治

会
連
合
会
で
は
協
力
店
で
特
典

を
受
け
ら
れ
る
互
近
助
カ
ー
ド

の
会
員
へ
の
配
布
な
ど
を
行
っ

て
い
る
。
③
自
治
連
で
加
入
促

進
委
員
会
を
設
置
し
、
加
入
率

向
上
に
向
け
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
る
。
④
大
型
マ
ン
シ
ョ
ン

が
建
築
さ
れ
る
際
に
は
、
建
設

事
業
者
等
に
対
し
、
自
治
会
設

立
の
働
き
掛
け
を
行
っ
て
い
る
。

質
問　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
を
受
け
、伝
統
・

文
化
の
継
承
が
難
し
く
な
っ
て

い
る
が
、
①
学
校
教
育
に
お
け

る
伝
統
・
文
化
や
歴
史
の
継
承

の
推
進
な
ど
の
取
り
組
み
状
況

は
。
②
児
童
・
生
徒
が
地
域
の

祭
り
や
行
事
に
参
加
す
る
こ
と

で
、
伝
統
・
文
化
・
歴
史
・
芸

能
を
体
験
し
、
地
域
住
民
と
の

絆
も
生
ま
れ
る
。
積
極
的
に
地

域
活
動
に
参
加
で
き
る
よ
う
展

開
し
て
い
く
考
え
は
。

答
弁　

①
地
域
の
方

々
を
ゲ
ス
ト
テ
ィ
ー

チ
ャ
ー
と
し
て
招
き
、

お
囃は

や
し子
や
箏こ

と

、
三
味

線
、
落
語
、
華
道
、

茶
道
な
ど
の
体
験
活
動
を
通
し

た
実
践
的
な
学
習
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
②
今
後
も
お
互
い
に

顔
の
見
え
る
関
係
づ
く
り
を
基

盤
と
し
て
、
児
童
・
生
徒
が
積

極
的
に
地
域
の
活
動
等
に
参
加

で
き
る
よ
う
働
き
か
け
て
い
く
。

少
な
い
た
め
、
活
用
に
は
課
題

が
あ
る
。
人
材
確
保
を
含
め
、

ど
の
よ
う
な
活
用
が
可
能
か
、

検
討
し
て
い
く
。
②
子
育
て
支

援
に
対
す
る
情
報
提
供
や
、
祖

父
母
に
よ
る
相
談
支
援
は
必
要

な
取
り
組
み
で
あ
り
、
効
果
的

で
効
率
的
な
事
業
の
実
施
に
つ

い
て
、
関
係
部
署
と
連
携
を
図

り
、
他
市
の
取
り
組
み
を
参
考

と
し
て
調
査
・
研
究
し
て
い
く
。

③
両
親
学
級
に
お
い
て
父
親
の

役
割
や
関
わ
り
方
に
つ
い
て
学

ぶ
機
会
を
提
供
し
て
い
る
。
父

親
を
応
援
す
る
講
座
の
実
施
に

つ
い
て
、
関
係
部
署
と
連
携
を

図
る
中
で
検
討
し
て
い
く
。

質
問　

平
和
へ
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
、
①
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ

ク
ラ
イ
ナ
へ
の
軍
事
侵
攻
後
、

核
兵
器
使
用
の
リ
ス
ク
が
最
も

危
険
な
レ
ベ
ル
に
高
ま
っ
て
い

る
。
非
核
平
和
都
市
宣
言
を
行

っ
て
い
る
自
治
体
と
し
て
、
核

の
脅
威
を
ど
の
よ
う

に
捉
え
て
い
る
の
か
。

②
平
和
に
対
す
る
市

の
取
り
組
み
は
。
③

平
和
首
長
会
議
を
通

じ
て
、
核
兵
器
禁
止

条
約
の
第
２
回
締
約
国
会
議
へ
、

日
本
が
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
参
加
す

る
こ
と
を
要
請
す
べ
き
。
④
若

い
世
代
が
核
廃
絶
に
向
け
て
グ

ロ
ー
バ
ル
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

中
で
活
躍
で
き
る
よ
う
願
う
。

小
中
学
校
に
お
け
る
平
和
教
育

の
取
り
組
み
の
状
況
は
。

答
弁　

①
先
行
き
が
不
透
明
な

世
界
情
勢
の
中
、
核
兵
器
の
な

い
世
界
の
実
現
は
厳
し
さ
を
増

し
て
い
る
と
捉
え
て
い
る
が
、

世
界
の
恒
久
平
和
に
向
け
、
市

民
と
共
に
一
歩
一
歩
確
実
に
平

和
へ
の
歩
み
を
進
め
て
い
き
た

い
。
②
パ
ネ
ル
展
示
や
映
画
会

等
の
事
業
が
あ
り
、
展
示
で
の

英
語
表
記
の
追
加
や
被
爆
体
験

伝
承
者
の
講
話
会
の
開
催
な
ど
、

内
容
の
充
実
に
努
め
て
い
る
。

③
引
き
続
き
働
き
か
け
て
い
く
。

自
由
民
主
党
昭
島
市
議
団	

髙
橋	　

誠		

議
員

地
域
力
の
低
下
、

自
治
会
の
今
後
に
つ
い
て
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３
面
下
段
よ
り

「
消
費
税
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
実
施
中
止

を
求
め
る
意
見
書
」
を
政
府
に
送
付
す
る

こ
と
を
求
め
る
陳
情
を
不
採
択
と
す
る
委

員
長
報
告
に
つ
い
て

自
由
民
主
党
昭
島
市
議
団

公
明
党
昭
島
市
議
団

み
ら
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

日
本
共
産
党
昭
島
市
議
団

無

会

派

採

決

の

結

果（7）（5）（3）（3）（1）（1）（1）

「消費税インボイス制
度の実施中止を求める
意見書」を政府に送付
することを求める陳情

× × ○ ○ × ○
欠
　
席

不採択

件 名

（  ）内は議員数
 議長は含まれない

会  派  名

本会議において賛否の分かれたもの 反
対

日
本
共
産
党
昭
島
市
議
団

佐
藤
　
文
子
　
議
員

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
は
、
ほ
と

ん
ど
の
免
税
事
業
者
が
課
税
業

者
と
な
る
こ
と
を
求
め
ら
れ
る

こ
と
が
予
測
さ
れ
、
業
者
の
生

活
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
制

度
設
計
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
課
税
売
上
げ
１
千
万

円
以
下
の
事
業
者
に
と
っ
て
は
、

上
位
会
社
と
の
交
渉
が
必
要
と

な
り
、
事
業
の
今
後
を
左
右
す

る
重
大
な
仕
組
み
と
言
え
る
。

さ
ら
に
、
増
え
た
税
額
が
価

格
に
転
嫁
さ
れ
、
一
般
消
費
者

に
は
負
担
増
の
可
能
性
も
あ
る
。

政
府
は
導
入
目
的
を
複
数
税
率

の
下
で
消
費
税
額
を
正
確
に
把

握
す
る
た
め
と
し
て
い
る
が
、

税
率
を
一
律
５
％
に
戻
せ
ば
イ

ン
ボ
イ
ス
制
度
は
必
要
な
い
。

消
費
税
引
上
げ
と
コ
ロ
ナ
禍

で
傷
つ
い
た
日
本
経
済
を
立
て

直
す
た
め
に
、
消
費
税
率
５
％

へ
の
引
下
げ
と
と
も
に
、
イ
ン

ボ
イ
ス
制
度
は
や
め
る
べ
き
で

あ
り
、
本
陳
情
を
不
採
択
と
す

る
委
員
長
報
告
に
反
対
す
る
。

会議録を
ホームページで
閲覧できます

会議録検索シス
テムにより、平成
７年５月から令和
４年７月までの本
会議会議録、委員
会記録、協議会記
録をご覧になれま
す。
なお、第３回定
例会の記録は11月
下旬に更新する予
定です。

公
明
党
昭
島
市
議
団	

赤
沼	

泰
雄		

議
員

平
和
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

公
明
党
昭
島
市
議
団	

松
原	

亜
希
子	

議
員

子
育
て
し
や
す
い

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

無

会

派	

南
雲	

隆
志		

議
員

防
災・減
災
の取り

組
み
に
つ
い
て


